
第1章 分 布 ・回 遊

第1節 日 本 近 海 の 漁 期 と漁 場

太平洋を北上 してきた シイラ魚群の一部は,日 本列島に沿つて南北に季館回遊を行なうので,日

本沿海 こはおのずから漁期 ・漁場が形成されてくる。Table1は1953…1962年 の過去10

か年聞について,白 本沿岸全域の海区別漁獲量を表示したものである。それによると,日 本海西区

と東支那海区とで全国総漁獲量の約60%を 漁獲している。同じく,主 な道府県ごとに毎月の平均

漁獲i量の周年変化を図示したのがFigr;1で ・これから各府県の最近の漁獲量と漁期を知ることが

できる。

Table 1. 日本近海における海区別 の漁獲伏況

Annlal catches of dolphins by regions in the adjacent 

waters to Japan,

(Unit : Metric tons)

1.太 平 洋 沿 岸

主な シィラ漁場を南から順次に列挙 してい くと,宮 崎県よ りの豊後水道 ・土佐湾 ・香川県 より

の播 磨灘,和 歌山県から三重 卿 こわ たる熊野灘沿岸 などである。

漁期については,大 分県 ・高知県 ・愛媛県 ・香JiiPt.の沿岸 で6～11月 であ り,シ イヲ漬 ・延縄

に よつ て7月 頃 体長*1。 。～12。,mの 大 型魚,8月 購 は 、。～ 、。,"の,1、型魚が漁獲 されてい

る。和歌山 県か ら三重県沿岸では5～9月 に延 縄 ・曳縄で漁獲されているが,5～7月 頃の 魚体

は体長120cnt位 の もの であ り,8～9月 頃には30～50emの ものが多い。 相漠灘は6～11

月に は延 縄で漁獲され ・盛漁期 は8～9月 であ る。 千葉県沿岸では,7～10月 に かな りの漁獲

があるが,岩 手県沿岸 ではほ とんど漁獲され ていない。 茨木県 。宮城 県沿岸では8～11月 に メ

ジ 。ヵツオー 本釣に若干の混獲がある。 しか し,統 計面 で千葉県以南 の沿岸にほ とんど周年にわ

*シ ィラの体長 はすべて尾叉長 とす る。
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Fig, 1. 府県別の月月呼 均漁獲高

Monthly catches of the dolphin in each prefecture 

(mean from 1 9 5 3 to 1 9 62)



たつて何らかの水揚があるのは,マ グロ・カツオの遠洋漁業によるものが大部分を占めており,

以北の茨木県 。宮城県沿岸の漁獲高にもそのような点が認められる。

北海道の漁期は8～9月 で ・渡島 ・胆振 ・日高沿岸で極bt?て僅かの漁獲があるが,襟 裳岬以北

の沿岸では漁獲ざれていない。この海域は三陸沿岸を北上してきた魚群の北限 と疲り,し ばらく

滞溜した魚群は初秋に再び南下移動に転じると思われる。さ射こ,日 本海から津:軽海峡を抜けて

太平洋へ出てきた魚群も,盛 夏にちようどこの海域で太平洋側のものと合流するものと推察され

る。

Fig .2は1959年8月 上旬にお けるオホー ツク海および北海道 周辺の表面 水温分 布図であ

る(気 象庁全国海況旬報Ne.462)。 この海域の表面水温は緯度の高 低よりも,沿 岸に沿う

海流の暖寒に よつて,よ り強い影響を受けている。すなわち,日 本海側は対馬暖流域に当たるた

め水温が高 く,次 いでオホー・ツク海側が対馬暖流支流の流入によつて高いが,太 平洋側はオホー

ツク海寒流の直接の影響を受けるためもつとも魯 ・。この水温分布と,根 室。釧路海域の漁況か

らみて,オ ホーツク海側沿岸の魚群 と太平洋 側沿岸の魚群 との間は連続していないことが明らか

で あ る。

Fig. 2. オホーツク海における8月 上旬の表面水温分布

Is otherms of surf acewa ter in the Okhotk Sea, early 

in August. 1 9 5 9



　また,千 葉県の房総半島を境として以北の海域に漁獲の対象とするほどの魚群が認められないのは,

三陸沿岸が親潮の影響を受けるため,本 土温 ・に北上 した黒潮が房総半島附近か ら流路を東沖合に転

じ流過するためである (Fig. 12) 。魚群は黒潮に沿つて北上するか ら,沿 岸の漁獲の山は8～9

月の1回 ぎりであ り,そ の反面 ・10～11月 頃 に も40。 ～42。N,150。 ～151。Eの 海域 に魚群

が潮境 に沿つて散見される(東 北 海区水研,1950)。

2。 日 本 海 沿 岸 ・

日本海本土側の主な漁場を南から順次に列挙していくと,東 支那海の男女群島 ・.五島灘 ・天草西沿

岸・対馬列島 ・福岡県の沖の島周辺などがある。さらに,日 本海に入ると山口県沿岸から島根県隠岐

島にいたる一帯 ・若狭湾 ・能登半島周辺 ・佐渡が島周辺 ・秋田県男鹿半島西岸があげられる。

漁期については,長 崎県から福岡県沿岸tcかけてシイラ潰で5月 上旬から10月 下旬にわた り漁獲

される。山口県から島根県でも潰漁業で多獲され,漁 期は6月 中旬から10月 中旬で,盛 漁期は7～

9月 である。魚体は6～7月 には大型魚が相当の割合で混獲されるが,8月 以降は体長40・ ・vS6ent

の小型魚の割合が多くなる。能登半島から秋田県沿岸にかけては7～10月 にシィラ漬 ・延縄・曳縄

で漁獲されるが,盛 漁期は8～9月 の1回 である。青森県沿岸では7～10月 に 日本海 ・津軽海峡で

曳縄,陸 奥湾で定置緻こ若干混獲されている。北海道西岸では8～9月 に僅か漁獲されるが,漁 獲高

は太平洋側よりも多い。

以上について,能 登半島以北の沿岸では漁獲り山が9月 の1回 しか認められないのに反して,九 州

沿岸で7月 と9月 の2回 形成されているのは,前 者において魚群の北上 ●南下が短期間に行なわれる

に対し,後 者では往復に長期聞を要し,北 上群と南下群とが比較的明確に分離することによるものと

想像され る。

こ オホーツ ク海 沿岸

北海道 のオホー ツク海 側沿岸では9月 に限 り漁獲されてい る。最近,も つ とも漁獲の あつた年を

あげる と1,956年(15ト ン)・1961年(26ト ン)で,漁 獲の総ては網走沿岸(44。N)

で揚 げ られてい る。 この よ うな事実を海況か ら推 察すると,オ ホ ーツク海へ回遊 してきた魚群は輩

海道西岸(日 本海働 を盛夏に北上 し,宗 谷海峡(45。30'N)を 廻 つてぎたもの とみなされ る。 魚

群がさらに北方のどのあたりまで回遊 して行くかは明らかでなし㌔

こめ海域の水温は7月 になるとかなり上昇して くるが,カ ラフト東岸ならびにオホーツク海は年

間の最高温期の8月 下旬でも15℃ 以下であるから,太 平洋側からこの海域への回遊は全く考えられ

な い。

4.朝 鮮 ・大 陸 沿 岸

最后に,朝 鮮半島および大陸沿岸たおける分布について触れる。 Fig. 3は 朝鮮近海の平年海況

図(朝 鮮総督府水試,1943)を 示 した ものである。



日本海 こ臨む大陸沿岸の8月 の

表面水温は24℃ 線が朝鮮江原道

南部(37。～38。N)に 延び,

慶尚北道沿岸で8～9月 にかなり

の漁獲がある。20℃ 線は朝鮮北

端(42°N)に あるが,沿 海州

沿岸は水温20℃ 以下である。

このような水温分布状態から考え

れば,魚 群も盛 夏には南部沿海洲

に達することができ,事 実,ウ ラ

ジオ ス ト ツ クや 'Peter

の漁獲の記録がある

大帝湾で

( LI NDB E-

RG, 1 928; TARANETZ, 1 9

F19.3. 朝鮮沿岸における8月 の表面水温分布

m Isothermb of surface water in the adjacent 

  waters to Korea in August,

3 8 ). 魚群は東鮮

暖流に沿つて ここに至つ た とみる

こともで きるが,さ らに,日 本海

本土沿 いに北上 したものが北海道

の西方海 域またはカラ フト西岸か

ら左 折する流れ(飯 塚 ・その他,

1958;海 上 保安 庁,1950)

が あ るとすれば,こ れ に乗つて達

したとみる こと もできる。

東支那海 。黄海 に臨む朝 鮮南側 ・遼東半島沿岸 では,8月 に表面水温24～27℃ を 示 し,朝 鮮黄

海道 ・遼東半島 の長山 列島沿岸 で7～9月 にシイラ漬 ・延縄でかなりの漁獲が ある(関 東 廓督府水

試,1912～'14;水 試,1931)。 しか し,渤 海 たは魚群の回遊は認め られ ない(第6章 第

1節 参照)。

第2節 遊 泳 生 態 の 特 性

シィラの季節的回遊は必ず しも単純でないが,総 括して考えれば ,日本近海では初夏か ら盛夏に

か けて北上し,初 秋から晩秋にかけて南下するということができる。ここでは,北 上 ・南下群の回

遊上の特性を検討することとする。

1.標 識 放 流 魚 の移 動

1962年10月 と1963年8・9月 の3回,島 根県沿岸の シイラ潰漁場 で計132尾(体



長40～75㎝） を標識放流した。再捕魚は1964年1月 までに計36尾,再 捕率27.2%を 得 た。

その移動と経過日数とを Table 2•3,Fig. 4 に示す。

Table 2. 標識放流魚の再捕記録

The record of recaptures of tageed dolphin.



再捕率は放 流月に よつて異

な り,盛 漁期の9月 に放 流 し

たものは44%を 示 したが,

終 漁期の10月 に放 流したも

のは14%に 過 ぎない。 再捕

魚は東支那海で捕 獲された1

尾を除いて,総 て 日本海沿岸

で流れ藻 と漬木 の下からシイ

ラ旋網に よつて捕 獲され た。

再 捕までの経過 日数は,再

捕魚の61%が1～5日,

33%カS6～20日.21日

以 上を経過して捕 獲された も

のは煙かに6%で あつた。

F1ｇ.4. シイ ラ標 識 放 流魚 の 再 捕地 点

Movement cf tagged dolrl inS

point ct' releasing

point of recapture, figures in the circle 

represent the zgc overy terms.

移動範囲は東支那海か ら東

部は能登半島猿山岬におよん

でいる。移動方向を東～北方

向と西 ～南方向に大別すると

8・9月 に放流 したものは東

～北方向で,10月 に放流 し

たものは西～南方向で捕獲さ

れている。そして,再 捕獲の

67%は 放流地点から30浬

以内の海域で,20%は30

～90浬 の水域で捕獲 された。 このよ うに
,比 較的に短期間 かつ短距離移勤 で再獲されたのは,シ イ

ラ、が漬木や流れ藻につ く習性のためである と考 え られ る(第4章 第3節 参照)。

2.回 遊 速 度

第4・5章 によ ると,シ イラは流木や 流れ藻につい て移動 するこ ともあろ うし,ま た,こ れ とは

関係な しに移動する こと もあろ う。 自然 においては両者の繰 り返 しに よつて移動する と推察される。

まず,標 識放流魚の うちで南 ・北 方向に もつ とも遠 くへ 移動 した2尾 の移動速度をみ ると,北 上

した1尾 は放流地点から能登半島海土崎沖合へ移動するま でに16日 を要 し,1日に つき17浬 で

ある。南 下した1尾 は東支那海(31°47´N,127°40'E)へ 達 す るのに55日 を要 し,

1日 につき6・4浬 の速 度で移動 した こ とに なる。移動速 度 と流速を比較 する と,日 本瀞 こあつては

ほぼ中央部 を流れ る対 馬暖流第2分 枝流の強流帯(流 速1～L5ノ ツ ト)を 除いて,他 は0.5～1

ノ ツトであるから,能 登半島まで300浬 の移動 速度 はほぼ流速 と一致するこ とになる。 しか し,



南下したものの速度は前者に較べて相当小さい。

魚群の移動を漁期の推移か ら検討すると,日 本海本土側を北上する魚群は対馬海峡から布海道北

端に達するのに3～4か 月かか るが,こ れに 対 し南下群は北海道 か ら対馬海峡へ2～3か 月で達 し・

速度は相当大きい と想 像され る。 しか し,富 山湾で1～2月(1955・1956年)に 漁獲された

り,11月(1957年)に 隠岐島の定 置網 こ体長20～24cmの もの多数が入 網することもある

とい うよ うな例外的な ことも起 こる。

３.遊 泳 深 度

シイラは主 として旋網 ・延 縄 。曳 縄で漁獲され るか ら,こ れ らの漁具によつて大体 の遊泳深度 を

推定することが できる。

日本海西区 の シイ ヲ旋網 ・延 縄 ・曳 縄漁業の実 態を観察す ると,旋 網の水中に おけ る最深部 は,

10ｍ 前 後にすぎな く,網 に旋かれた 魚群は水平方向の逃 避行動 を行な うのみ で,網 底へ の潜行 は

認められない(児 島,1960)。 また,旋 網宜後 に網底から魚 を威嚇 ・浮上させる漁夫や船橋 の

上での見張 り入 の経験に よれ ば,遊 泳層は6～7月 に1・5～4.5ｍ であり,8～9月 にはO・5～1.

5mと 浅 くな るが,10月 頃 になると4.5～7・5mと 深 くな る。 この深 度1は海象 ・気 象条件に よ

つて多少変動する。 また,シ イラ延 縄は針の深 さを8月 に2～4m,9～10月 に4.5～7.5ｍ と

し,漁 期 を通 して10m以 上 の深さで操業 する地方はない。 また,曳 縄は擬餌針がほぼ水面にある

よ う曳航するど,シ イ ラは水面を跳躍 しなが ら追 跡して くる。

以上の ような傾向は第3章 第2節 の 胃の内容 物か らも証明され,ト ビウオ 。カタクチ イワシなど

の表層性 魚類や,カ ツオノ カンム リ。ギンカクラゲ などの浮遊物を多 く摂つている。 また,流 網に

よるとシィラ若年魚(体 長18～26cm)は 表層か ら水深1mの 間に多 く羅網する事実か ら判断 し

て,幼 ・若年魚は水面か ら水深5m附 近を遊泳 し,成 魚はせいぜい水深20m附 近 までを遊 泳する

もの と推定 され る。

高緯度水域と低緯度水域のように海況の条件が異なれば,お のずから遊泳水深も異なることがあ

り得よう。20°N附 近において実施したマグロ延縄試験成績によると(台 湾総督府水試,1931)
,

マグロ類に混獲されたシイラ219尾 り釣獲は浮子 縄の長 さ60mの針に217尾,80mの 針 に

2尾 がみられたが,100mの 針 には1尾 もみられなかつた。 このこ とは,一 見.低 緯度 水域での

シイ ラ遊泳層が水深60～80ｍ に あることを示 してい るかのようであるが,日 本海西区 における

遊泳層から推 して も,そ してまた.次 の観察結果か らみて も実際にはそれ ほ ど深 くはないの ではな

かろ うか。

マグロ延縄漁業に従事 した人々＊の知見によると,シ イラは揚糎時や停泊時には船の周囲に集ま

り,揚 縄の残 り餌を食い釣獲されるものが多い。揚縄時に釣獲されたとしたら,各 層の針にほぼ同

数つつのシイラが釣獲されるはずであるが,水 深60m層 の針にことに多 く釣獲されたのは,他 の

水深の針には60m層 の針よりマグロ 。カジキが一段 と多獲された関係によるのではなかろ うか。

*岡 山県水産試験場千田哲資博士,島 根県立浜田水産高等学校教諭太田憲三氏,島 根県漁業公社

大島根丸甲板員生越勇氏



マグロ類は死んで揚つたが ,シ イラはほ とんどが生きて揚つている。

以上を総合すると,低 緯度水境こおける遊泳層も高緯度水域と大差ないように思われる。

第３ 節 回 遊

中。南方太平洋 および印度洋など外洋においては,シ イラを主対象とする漁業は行なわれていない

が・しば しばマグロ延縄に混獲される。外洋におけるシィラの分布ならびに棲息域の環境条件を ,カ

ツオー本釣 ・マグロ延縄漁船などの釣獲記録を通じて検討する。

1.漁 獲 記 録

1937～1960年 に かけて 日本近海ならびに南方マグロ延縄漁船によ つて
.シ イラが釣 獲さ

れた合計600地 点 の概略 をFig.5.に 示 した(児 島,1964)。

Fig.5. マ グ ロ 延 縄 に よ る シ イ ラ釣 獲 地 点

Ghart showing tha positions where dolpins were 

hooked by tuna long lines.

Fig, 5. をみる と,釣 獲の記録 された水域は,北 太平洋において沖縄か ら台湾
,フ イ リツ ピン ・

西カロリ ン諸島か ら赤道に沿つてハ ワ イ南 東海域お よび中部アメ リカ西沿岸に達 する_連 の水域 であ

る・また,南 太平洋につい ては ソロモ ン諸島か ら濠州東 方のフィジー諸島 ・ニユーカ レ ドニア島 にか

けた海域と ・西 イ リヤ ン南西方か ら濠洲西方海域にの ひる一 連 の水域があげられる。 印度洋 では
,さ

らにセイロン島海域 と,マ ダカスカル島海域か ら 中部印度洋におよぶ水域 である。

このように釣 獲地点は広範囲に分布するが ,緯度別に検討すると南北両半球ともほぼ30。 以内の



水域に限 られ る。それ は,マ グ ロ漁場が この水域内に限定 されているためであ る。

釣獲地点 にお ける表面 水温の出現頻度を示 したのがFig.6で,水 温範囲は21～30℃ に お

よび.最 多出現水温は25～30℃ である。

2.魚 体 組 成

濠洲東方水 域(O° ～30°S,170°

E～170°W)の シイラ魚体の体重

組成 と季節的変動につい て,1957

vl961年 の 資料に基ずいて検討す

Surface Water Temperature

Fi9.6. マグロ延縄でシイラを釣獲した地点の表

面水温.

(uface water temperature When dolphins 

more hooked by tuna long lines.

Tab le 4は 独 航船40～50隻 が

母船へ水揚した魚群の平均体重とその

季節変動 を示 したものである。

Table 4. 濠洲東方水域におけるマダロ延勧 凌一

シイヲの季節的体重組成

Seasonal variation of body weight :of dolphins 

hooked b,7 tuna long lines in the eastern watere 

to Australia, 1 9 5 7-19 6 1.



この水域 の魚群の平均体重 の出現範囲は1～30Kgに お よび,最 多出現頻度は5～10Kgに み られ

小型魚は少ない。他方,台 湾総督府水試 ・(1931)が 台 湾東方海 域で11月 にマ グロ延縄で漁獲し

たシイ ラはFig.7に 示 す よ うに,そ の大 多数が1～3Kgの もの である。 また,日 本海西区 で漁獲さ

れる魚体 もせいぜい15Kgま で のもの であ る(第2章 第5節 参照)。 これ らの ことか ら,一 般 的に低

緯度水域の魚体 は高緯度永域の魚体に較べ て大きいと結論 できる。

濠洲東方水域のシイラは1年 周期で.そ

の魚体組成が変動している。

すなわち,各 年次 とも5～8月 の平均体

重は5～6㎏ 程度であ るが,9～11月

の 期間は8～9㎏ になり,12月 か ら翌

年の2月 の間 には11㎏ 前後 と年間の最

高値を示す' (Table 4).

さらに,5～8月 頃の魚群は,さ きに

示した台 湾東方 海域の11月 の 魚群

Fig. 7. 台湾東方海域でマグロ延絹で釣 獲した

シイラの魚体重組織

Body weiEtit coIIposition of 

2 1 9 dolphins hookedd in the eastern 

waters to Formosa (based on `the data by 

Taiwan Fisheries Experimental 

Stati on ).

Fig.7)

推察す る。

とほぼ同様の組成を示 すと

３回 遊 の考 察

前節で日本近海の 、本節で中 ・南部

太平洋におけるシイラの分布を各種の資

料にもとずいて検討 してきたが,こ こで

南・北両半球における回遊を論述する。

まず,北 半球について述べ る。O° ～10°N附 近 で11～12月 頃 よ り魚群が濃密 とな り.か つ成

熟しだ し,1～3月 頃に多獲され る。 夏期には漁獲が少ない が.ま た11月 頃か ら漁 獲は多 くな る。

20°N附 近 では3～4月 頃 に産卵するよ うである。ハ ワイ諸島(21。N)で は5～6月 に大型魚

が多く,そ の他の季節には小型魚が多い (TESTER .NAKAMURA, 195 7) 。また.台 湾近海

(25°N)の10～11月 の魚体は1～3㎏ の小型魚が多い。30°N附 近の産 卵期は5～6月 頃 で.

(内田.1924),7～8月 の魚体にはほ とん ど成熟 卵はみ られ ない。 この海 域(20° ～30°N ,

130° ～180°E)の 最 低温期の表面水 温は19～23℃ で あるが(中 込 ,1958),当 期 において

も釣獲されてい るか ら,シ イ ヲは水温20℃ 台の水域には常時生息 しているとみて もよい。

35°N附 近 の日本海では,6～7月 に完 熟期またはそれに近い 卵巣を持つ大 型魚が来遊 し ,8～

9月 以降には放卵後また は未熟な小型 魚が来遊 する。8～9月 には45。3り'Nの 宗 谷海峡に達する
。

このあた りが北半球にお ける北上の限界 と思われ るが ,さ らに北方の どの あた りまで回遊 して行 くか

は充分明らか でない。9月 中旬になる と南下 を始 め,12月 頃 には30。N以 南の 水域に総て南下す

る。 同様の産 卵回遊は大西洋において もみられ .北 上 魚群は40。Nに 蓮 している (ERDMAN,195

6;,SCHUCK, 1 951;C-IBBS- COLLETTE , 1 959)



つ ぎに,南 太平洋の0° ～10°Sの 水域では,8～9月 頃に魚群が 濃密 とな り,か つ成熟 して産 卵

する。 他の季節 には小 型魚が多い。11～12月 頃に なる と20°S附 近で産 卵を始める。3月に 印

度洋の東部ア フリカ沿岸 とマダ カスカノレ島東方海域(20°S)で 得 た魚体は放 卵後のものであつた

(WILLIAMS, 1953) 。これらの魚群は時期が進むにつれて次第に高緯度へ移動 し,35°Ｓ 附近

でマグロ延縄で漁獲 されてい るが,さ らに,ど のあたりまで回遊 するかは明らかでない。 しか し,4

月頃になると総ての魚群は北下しだすと考えられる。

以上を総合すると,北 半球と南半球の産班時期 ・盛漁期の推移は,赤 道を境 として緯度的に全 く対

象的に生起 している。このことは,両 半球の盛夏が時期的に異なることに起因するものであり,ま た,

両者の魚群が別個の集団であることを示している。 この回遊を模式的に図示したのがFig.8で あ

る。しかし,魚 群が両半球においてそれぞれ全水域的回遊を行な うかどうかには幾つかの疑問がある。

たとえば,海 流系 。水系別に種族を異にするかどうか。また,大 型魚と小型魚は回遊経路が異なるか,

産卵後の分散過程などの点 である。

Fig. 8. 南・北両半球におけるシイラの回遊模式図

Schematic representation of migration 

of dolphins in both semispheres ,

spawning season figures

indicate months

migration route




